
【2】今週の見通し

【1】先週の回顧

1/1

カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは、対円で下落しました。カナダ
5年国債利回りは低下しました。

米国株が軟調に推移し、投資家のリスク回避姿勢が
高まったことなどを背景にカナダの金利は低下、カナ
ダ・ドル円は下落しました。原油価格の下落も相場の
下押し材料になりました。

また、米国・メキシコ・カナダ協定が米議会で民主党
の支持を得るためには、改定が必要との報道がありま
した。しかし、大幅な書き直しは必要ないとの見方もあ
り、相場への影響は限定的となりました。

今週は、小売売上高、CPI（消費者物価指数）の発
表が予定されています。CPIに関しては前回は予想を
大幅に下回る結果になったものの、カナダ銀行（中央
銀行）が目標としている＋2％（前年比ベース）を上
回っており、利上げ観測を後退させる材料にはなりま
せんでした。今週のCPIに関しても＋2％を上回れば、
利上げを後押しする結果になることが考えられるため、
カナダの金利や、カナダ・ドル円を下支えすると考えら
れます。

ただ、FRB（米国連邦準備制度理事会）高官の発言
を受けて、市場で米国の利上げ観測が後退している
ことは、金利低下、円高圧力を強める要因になりそう
です。

また、足元、米国株、原油価格が軟調に推移してお
り、カナダの通貨、金利の上値を抑える要因になって
います。原油価格に関しては、サウジアラビア等の産
油国が減産を検討しているとの報道などを受けて、値
を戻しつつあり、底打ちのきっかけとなるかに注目して
います。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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当資料のお取り扱いにおけるご注意
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（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2018年10月19日～2018年11月16日）
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（2018年10月19日～2018年11月16日）【カナダ　金利推移】

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

10/19 10/26 11/2 11/9 11/16

カナダ5年国債
2.29

（%）

【2018年11月10日～2018年11月16日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


